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4つのテスト 1.真実かどうか　2. みんなに公平か　3.
好意と友情を深めるか　4.
みんなのためになるかどうか

本日の例会 次回の例会

榎原会長会長挨拶

　本日は株式会社森屋代表取締役 森俊弥様にお越しいただいており
ます。後ほど卓話よろしくお願いいたします。
　私は小さい頃から車が大好きで、学生時代はラリーやダートトラ
イアルなどモータースポーツに没頭しておりました。皆さんWRCは
ご存じでしょうか？ WBCではないですよ（笑）。ワールドラリーチ
ャンピオンシップと言います。F1に比べるとマイナーかもしれませ
ん。3月12〜15日に行われたWRC第3戦サファリラリーで勝田貴元
選手が優勝し、日本人としては1992年篠塚健次郎氏以来、34年ぶ
りの2人目の快挙を挙げました。チームはTOYOTA
GAZOO
Racingで、車はGRヤリス
Rally1（市販車ベースの車なので身近
に感じられますが、中身は全くの別物です）。過酷なサファリで最後
まで走り切っての勝利は、技術だけでなく、冷静さ、準備、そして
チームワークの結晶だと感じます。
　ラリーという競技は、ドライバーと道の案内役のナビゲーターの
2人で乗車し、SS（スペシャルステージ）と呼ばれる交通が遮断↗
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された一般道を市販車ベースのマシンで走り、速さを競う
タイムアタック競技です。F1などのサーキットとは違い、
1台ずつの走行が基本で間を置いてスタートし、各SSの合
計タイムで勝敗が決まりますので、ぱっと見は誰が一番な
のかわかりにくいです。SSはターマック（舗装路）、グラ
ベル（未舗装路）、スノーなど様々なコンディションで行わ
れ、今年は全世界で14回開催されます。SSとSSの間は公
道を走行して移動を行い、その移動区間（リエゾン）では
他の一般車と同様に交通ルールを守って走ります。
　ドライバーとナビゲーターだけでなく、グラベルクルー
とメテオクルーがおり、グラベルクルーは競技が始まる数
時間前にSSを走行し、路面のチェックを行いその情報をド
ライバーに伝え、タイヤ選択やペースノートの書き換えを
行います。メテオクルーは路面温度や気温データ・天気や
路面状況などを報告し、ドライバーはタイヤ選択を行って
います。まさにチーム一体の情報戦で行われます。7戦目
となるラリージャパンは5月28〜31日に愛知県豊田市・岐
阜県恵那市など6市町で合計21本のSSで行われ、狭くツイ
スティな山岳舗装路が特徴です。地元ですので勝田選手に
はぜひとも優勝を目指して頑張ってもらいたいです。
　昨日は木瀬部屋の千秋楽パーティーがここ東急レイホテ
ルでありました。幕内の美ノ海関と宇良関は残念ながら負
け越しましたが、金峰山関は9勝6敗、十両の一意（かず
ま）は10勝5敗で見事勝ち越しました。一意のお父様が大
阪水都RCのメンバーで、創立会長の梶田あもん様と日本舞
踊家藤間好太郎様が来ておられ、名刺交換させていただき
ました。木瀬部屋には出前授業などでいつもお世話になっ
ておりますので、感謝の意を込めて、もっと多くのメンバ
ーに参加していただけたらと思います。

橋本幸治幹事

●パスト会長会が開催され、榎原会長、清水エレクトに叱
咤激励がなされました。また、尾家パスト会長も参加さ
れ、皆さまへチーズケーキをいただきました。
●次年度会員名簿作成について掲載内容と写真の変更があ
りましたらお知らせください。
●千里阪急ホテルの閉鎖を受けて、4月1日より千里ＲＣ、
豊中千里ＲＣの例会場が変更となります。
●RYLAセミナーに梶山会員の紹介で株式会社ビケンテク
ノ様より社員3名の方に受講していただきます。

幹事報告

第1997回例会　令和8年3月30日

●会員卓話　　
　「仕事で直ぐ使えるAI活用術」
　　                             髙木 大雅会員

●歌の時間　「心もよう」　尾崎紀世彦

第1998回例会　令和8年4月6日

●会員卓話　　
　「私の近況」     近藤　亘 会員

●歌の時間　「君が代」　「奉仕の理想」



ニコニコ箱 坂口副S.A.A.

●社会奉仕委員会　　　　　　　　　　　瀬川社会奉仕理事

　2026年4月1日に吹田西ロータリークラブと江坂企業協議会

　との合同開催でクリーンデーを行ないます。7：30新大阪江

　坂東急REIの西側１階入口付近集合となります。皆さまのご

　参加よろしくお願いいたします。

●ロータリー財団委員会　　　　　福原ロータリー財団委員長

　本日、小川会員より寄付をいただきました。ご協力ありがと

　うございました。

●次年度理事会連絡　　　　　　　　　　　瓜生次年度幹事

　本日例会終了後に第1回次年度理事会を開催します。次年度

　理事の皆様はご参集ください。

　

⛳ゴルフ同好会　　　　　　　　　　　　　　　　 堀会員

　「第3回榎原会長杯ゴルフコンペ」最終ご案内

　日時　3月25日（水曜）8：00集合

　場所　チェリーヒルズゴルフクラブ

 　

　前回（第2回）優勝者の村井パスト会長から榎原会長へ優勝

　トロフィーの返還を行ないます🏆

　瀧川健一朗会員、清水良寛会員、阿部会員、西村会員、

清水大吾会員、橋本徹也会員にご協力頂きました。皆様ありが

とうございました。

　●前回までの小計 1,101,600円

　●本日のニコニコ箱 18,000円（６件）

　●累計のニコニコ箱 1,119,600円

　●本日のニコニコ箱B 0円　●累計のニコニコ箱B
16,500円

●青少年奉仕委員会　　　　　　　　　江村青少年奉仕理事

　3月22日に木瀬部屋の千秋楽パーティーが新大阪江坂東急Ｒ

　ＥＩホテルにて盛大に開催されました。当クラブ会員も多く　

　参加され大変盛り上がりました。木瀬部屋には当クラブとし

　て色々な事業でお世話になっておりますので、来年の開催も

　より多くの会員の皆様にご参加いただければと思います。

各委員会報告・各同好会報告

●会員数４２名　　●来客１名

●出席会員数３５名　

●３月２３日例会の出席率９４．５９％

●３月２日の出席率（メーキャップ含む）100％

出席委員会　江村委員長出席報告

ゲスト卓話　

　SNS時代において重要なのは「何を言うか」ではなく、「誰

が言うか」です。信頼される発信者になることが、現代の広報

の本質です。

　スマートフォン一台で、自分を変え、周囲を変え、社会を変

える力がSNSにはあります。認知を獲得することで、リアル

イベントへの集客、インフルエンサーとのコラボ、メディア掲

載といった波及効果が生まれます。さらに視聴者をファン化

し、継続的な関係を築けるのがSNSの最大の強みです。実像

がある事業者だからこそ生み出すことができるコンテンツは、

世の中に受け入れられやすい素地が既にあることから、今後の

可能性が見込まれています。

　SNSはあくまで「手法」であり「目的」ではありません。

告知ありきの発信は自分都合の情報になりがちで視聴者に押し

付ける形にもなる上に、アルゴリズム上も効果が出づらい構造

です。効果を生むのは共感性・希少性の高いコンテンツです。

　まず取り組むべきは「自分自身と向き合うこと」。飾らない

等身大の自分を掘り下げ、誰に共感されるのかを言語化するこ

とが、最適なフォロワーを引き寄せる鍵です。言語化の深度が

高いほど、発信の幅と深みが増します。

　コンテンツ立案の順番も重要です。①届けたいターゲットを

明確にし、②ターゲットのニーズを考え、③目的に応じた投稿

シリーズを設計、④ある程度ファン化ができていると、告知的

な要素も受け入れられるようになります。また、ABテストで

一つずつ改善していく。この繰り返しが成果につながります。

　共感・親近感を積み重ねた先に、個人・社会の課題解決への

提案が響き、はじめて行動が生まれます。SNSとは、人の心

を動かすための、長期的な信頼構築のプラットフォームです。

「企業のSNS活用講座」
　　　　　株式会社森屋　代表取締役　森 俊弥様

●次週（3月30日）の例会はカレー例会です。

●次週例会後は理事会がありますので、ご予定ください。
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